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適適正正処処理理方方法法のの確確立立とと金金属属資資源源価価値値評評価価  
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技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・環環境境分分析析  

・・適適正正処処理理  

・・金金属属リリササイイククルル  

 
研研究究内内容容：：    

・・使使用用済済みみリリチチウウムムイイオオンン二二次次電電池池のの適適正正処処理理方方法法のの確確立立とと金金属属資資源源価価値値評評価価  

本本研研究究でではは、、リリチチウウムムイイオオンン二二次次電電池池かからら電電解解液液をを安安全全かかつつ適適正正にに回回収収ししたた後後、、含含有有金金属属をを把把握握ししてて金金属属資資源源価価値値

をを評評価価ししたた上上ででリリササイイククルルププロロセセススのの提提案案をを行行うう。。図図11にに使使用用済済みみリリチチウウムムイイオオンン二二次次電電池池かかららのの電電解解液液回回収収装装置置のの概概

略略をを示示すす。。放放電電済済みみののリリチチウウムムイイオオンン二二次次電電池池をを真真空空加加熱熱炉炉のの中中にに入入れれてて、、真真空空条条件件下下ににおおいいてて 110000～～115500℃℃でで加加熱熱

をを行行うう。。そそのの際際、、揮揮発発成成分分ででああるる電電解解液液をを急急速速冷冷却却すするるここととにによよっってて回回収収をを行行うう。。試試験験終終了了後後、、図図 22 にに示示すすよよううにに電電池池

構構成成部部品品へへのの分分解解をを行行いい、、各各部部品品ににつついいてて分分析析をを行行うう。。既既存存のの非非鉄鉄製製錬錬おおよよびび鉄鉄鋼鋼リリササイイククルルにに適適ししたたももののをを提提供供でで

ききるるよよううにに、、忌忌避避元元素素のの除除去去ののみみななららずず、、安安全全性性をを確確保保ででききるるププロロセセススのの検検討討をを行行うう。。ささららにに、、年年代代ごごととのの使使用用済済みみ電電池池

ののササンンププリリンンググをを行行いい、、時時期期にによよるる金金属属資資源源価価値値もも評評価価をを行行いい、、年年代代別別ののリリササイイククルルププロロセセススのの提提案案ににもも繋繋げげてていいくく。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

図 2 ターゲット部品と分析装置 

 

図 1 リチウムイオン電池からの 
電解液回収装置の概略 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  
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